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令和５年度 第２回安曇野市図書館協議会 会議概要  

１ 審議会名  令和５年度 第２回安曇野市図書館協議会           

２ 日  時  令和５年10月17日 午後１時30分から午後２時29分まで 

３ 会  場  安曇野市穂高交流学習センター 多目的交流ホール       

４ 出 席 者  初谷委員、田守委員、古川委員、鈴木委員、鈴木（研）委員、黒澤委員、杉本委

員、望月委員、西村委員  

５ 市側出席者 三澤文化課長、宮澤中央図書館長、金子豊科図書館長、冨田三郷図書館長、太田

堀金図書館長、青木明科図書館長、奈良澤課長補佐、中島主査  

６ 公開・非公開の別  公開       

７ 傍聴人   ０ 人  

８ 会議概要作成年月日  令和５年10月19日  

 

〇会議の概要 

１ 開会 （奈良澤課長補佐） 

２ あいさつ （望月会長、三澤文化課長） 

３ 協議事項 （議長：望月会長） 

（１）令和５年度 安曇野市図書館事業進捗状況について 資料１ 資料２ 

（２）令和５年度 安曇野市図書館概要に係る図書館評価について 資料３ 

（３）令和６年度 安曇野市図書館事業計画（素案）について資料４ 資料５ 

（４）その他 

４ 勉強会 

５ その他 

６ 閉会 （奈良澤課長補佐） 

 

４の協議事項概要 

議 長 １「令和５年度 安曇野市図書館事業進捗状況について」事務局よりお願いしたい。 

事務局より資料１、資料２について、資料６「令和５年度第２回図書館協議会図書館評価

及びご意見等の回答」により説明。 

議 長 資料１、２の質問回答と説明が終わりました。事前質問を出されてない方から質問

をお受けしたい。 

委 員 資料３に安曇野市の人口推移が2045年まで載っているのはなぜか。 

事務局 人口推移は安曇野市総合計画の数値です。先々の人口推移を確認して貰えればとの

考えで示してあります。 

委 員 市民一人当たりの貸出数に比べ蔵書数が他市に比べ順位が違うのかなと思うので、
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安曇野市に無くて他市に借りに行くこともあるので蔵書数を増やして貰えれば有難い。 

委 員 R５～R９年度の安曇野市生涯学習推進計画の４段階のライフステージが示されてい

るが、24歳以下世代のライフステージを設けた理由はなぜか。 

事務局 この計画は後期になるので前期を引き継がれているが、詳細は生涯学習推進課にな

る。 

議 長 ２「令和５年度 安曇野市図書館概要に係る図書館評価について」事務局よりお願

いしたい。  

事務局より資料３について、資料６「令和５年度第２回図書館協議会図書館評価及びご意

見等の回答」により説明。 

議 長 資料３の質問回答と説明が終わりました。令和４年度の事業評価にもなるが何かあ

れば質問等お受けしたい。 

委 員 図書は備品、雑誌は需用費。図書、雑誌の購入費は明記してほしいが、Ｒ５年度予

算はどの程度か。 

事務局 図書購入費は1,800万円、雑誌購入費は改めてお知らせしたい。 

委 員 リクエスト購入における市民の想いや、図書館の購入の想い目的は統計上役に立つ

と思うがその想い目的をデータとして残しているか。個人で本を購入すると出版社に返す

カードがあり、そこに購入した想いなどを記入しているが、図書館の購入では記入して返

信しているか。 

事務局 リクエストも図書館の購入も市の選書基準で購入している。統計上の購入理由は行

っていない。購入した本のスリップは注文のためのものなので購入理由を記入し出版社に

返すことはしていない。 

議 長 ３「令和６年度 安曇野市図書館事業計画（素案）について」事務局よりお願いし

たい。  

事務局より資料４、５について、資料６「令和５年度第２回図書館協議会図書館評価及び

ご意見等の回答」により説明。 

議 長 資料４、５の質問回答と説明が終わりました。令和６年度事業計画について何かあ

ればお願いしたい。 

事務局 その前に、各館長から来年度事業のポイントについて説明して貰いたいと思います。 

中央館長 Ｒ６はみらい15周年になるため、この地域ゆかりの講師による講演会を予定した

い。図書館を支えるボランティアやサポーターの皆様のご意見等を尊重し図書館運営を盛
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り上げたい。 

豊科館長 クールシェアスポット等もあり入館者が増えレファレンス対応も増えた。旅行、

美術関連のリクエストが増えた等もあり書架コーナーの充実を工夫している。山岳講座が

好評だったことから今後もそれにあった講座を進めたい。 

三郷館長 来年度は引続きおはなし会、講座、講演会を開催する。郷土講座の講師に地元の

三郷郷土研究会を予定。三郷の宝発刊に伴う企画展示を実施した。地域に密着した図書館

を目指す。 

堀金館長 来年度わくわく講座１をバリアフリー対応で行う。テキスト改訂して読書会を継

続する。 

明科館長 来年度ひまわり講座の一つにシニア向け講座を行う。児童館併設しているので連

携した取り組みを行う。他団体の催しに於いてお出かけ図書館を充実したい。 

議 長 協議事項３件全体で何かあればお願いしたい。 

委 員 スタンプラリーや“ぐりとぐら”など、クイズラリーも好評だったようなので次年

度もスタンプラリー系を取り入れたらどうか。ミライ部好評だったと聞いているので、中

高生向けに探索ができるようなイベントを増やすなど充実すればどうか。 

事務局 スタンプラリー系、引き続き考えていきたい。ミライ部は担当職員の仕掛けがよく

好評だった。魅力あるミライ部になるように来年度も検討したい。 

議 長 資料６、9ページはそれぞれに読んでおいて欲しい。他に何かありますか。 

委 員 小中高生の利用が大事だと考えている。県内図書館とのつながり等を活かしベスト

プラクティスなどを集めて小中高生利用促進の色々なアイディアを取り込んで活性化して

貰えればと思う。 

議 長 参考にさせて頂きます。項目４その他について、委員から事前に資料配布されてい

るのでその説明をお願いします。 

委 員 日経デジタル版等で集めた資料です。著作権があるので資料は持ち帰り不可で閲覧

だけになります。全国の公共図書館が直面している問題の中で、どのように解決しようと

しているか、全国視野の中で安曇野市の問題も考えてみたい。例えばベストセラーのリク

エストに応じると書店を圧迫するとか、図書館を文化活動の中核として幅広く位置づける

とか、非常勤職員の比率が長野県は全国トップで79.0％、図書館だけでなく安曇野市全体

として考えて頂きたい、そういった資料。選書に対して司書を中心に育てていくとか、地

域の主要企業に図書館の役割を説明に出向き外部に働きかけていくなど、今後安曇野市の
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図書館がさらに発展していけばいいと思い資料配布した。 

議 長 本日予定していた協議事項がすべて終了いたしました。 

副議長 以上で、本日の協議を閉じさせていただきます。 

以上 


